
（別紙３）

～ R8年　1月　30日

（対象者数） 3 （回答者数） 2

～ R8年　1月30　日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 時間設定を行い、小学生以上の児童とは棲み分けを行っている

2 各スタッフがサポートに入りながら、現状把握を行っている

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 時間設定と、放デイ児との棲み分けを行う。

2

3

○事業所名 癒しの森kidsはなてん

○保護者評価実施期間
R8年　1月4　日

○保護者評価有効回答数

R8年1　月4　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　2月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ワンフロアでの療育となり、保育園お迎えを希望される場合は

丁寧な説明が必要である。

他児との接触など、トラブルに発展する要素が多く、

本児の精神的苦痛となりうる。

OTが常勤している。日常生活のリハビリを個別にておこなっ

ている。

長期休みなどは、放デイ児童とのバッティングを避けている。

集中力維持・低刺激の環境整備を行っている

保育士、OTなど専門的支援の支援計画を行っている。
児童の成長と共に支援を刷新しながら、保護者との連携を

行っている

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


